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平成２４年度の新しい中学校学習指導要領の全面実施に向けて、関係法令等に基づく適

切な教育課程の編成・実施及びこれらに伴い必要となる教育条件の整備を行い、保健体育

の授業が円滑に実施されることが必要になることに伴い、文部科学省では、別添のとおり、

武道必修化に伴う柔道の安全管理の徹底について、各都道府県・指定都市教育委員会教育

長、各都道府県知事、附属学校を置く各国立大学長宛に通知をしたところです。 

 

教員の免許状の授与の所要資格を得させるための課程（以下「教職課程」という。）にお
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健体育）の教職課程を置く大学においても、柔道の安全管理に関する内容を取り扱うこと

を含め、新しい学習指導要領の内容を踏まえた教職課程とするよう工夫を図るようお願い

します。 

 また、柔道の安全管理に関する内容を扱う際には、今般の通知に添付されている「柔道

の授業の安全な実施に向けて」についても、参考としていただきますようお願いします。 

 

 なお、各大学において、免許状更新講習を開設する場合においても、柔道の安全管理に

関する内容を積極的に取り扱う等の配慮をお願いします。 
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１ はじめに

（１）平成２４年度からの新しい中学校学習指導要領の実施

○ 平成２４年度から新しい中学校学習指導要領が全面実施されます。

今回の学習指導要領の改訂では、生涯にわたる豊かなスポーツライフの実現に向けて、

小学校から高等学校までの１２年間を見通して、①各種の運動の基礎を培う時期（小１

～４）、②多くの領域の学習を経験する時期（小５～中２）、③卒業後に少なくとも一

つの運動やスポーツを継続することができるようにする時期（中３～高３）という３つ

の発達の段階でとらえ、指導内容の体系化を行っています。

○ 武道は、中学校第１学年及び第２学年では、これまで「武道又はダンス」としての選

択領域でしたが、上記のような考え方により、新しい学習指導要領では、「武道」と「ダ

ンス」を含めた全ての領域が必修となります。

○ もちろん、これまでも選択領域の中で「武道」の授業の充実を進めてこられた学校も

ある訳ですが、そのような学校においては、これまでの経験と実績をもとに、安全に配

慮しながら、さらに授業の充実を図っていただくことが重要です。

○ 一方、初めて「武道」の授業に取り組もうとする学校もあるでしょう。

また、武道の中でも特に「柔道」については、「危険ではないのか」といった不安の

声もありますが、指導体制を整備し、生徒の状況をしっかり把握し、無理がない指導計

画に基づき、安全に十分配慮して進めていただければ事故を回避することができます。
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○ 柔道を含めた体育活動中の事故の防止対策については、「体育活動中の事故防止に関

する調査研究協力者会議」で検討を進めていただいており、別途その報告書がまとまる

予定ですが、この資料では、特に初めて柔道の授業に取り組むような学校の関係者にも、

安全管理のために留意する事項等について、わかりやすくお示しすることを念頭におい

てまとめています。生徒の安全な指導のため、是非御活用ください。

○ また、体育の授業で柔道が扱われることに対して不安を抱く保護者の方々などにも説

明できるようにすることにも配慮していますので、そういった形での利用も御検討くだ

さい。

なお、この資料は文部科学省のホームページ(http://www.mext.go.jp/a_menu/sports/jy

ujitsu/1318541.htm)から入手し、印刷することも可能です。
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（２）武道必修化の意義と目的

○ 武道は、我が国固有の文化であり、相手の動きに応じて、基本動作や基本となる技を

身に付け、相手を攻撃したり相手の技を防御したりすることによって、勝敗を競い合う

楽しさや喜びを味わうことのできる運動です。

○ 武道を学ぶことによって礼に代表される伝統的な考え方などを理解することが期待さ

れます。また、相手の動きに応じて対応する中で、相手を尊重する態度がはぐくまれる

ことも期待できます。

（３）中学校における柔道事故の状況と留意すべき点

○ 武道が必修となることで、特に「柔道」を必修の授業として扱うことについては、「危

険なのではないか」、「重大な事故が起きているのではないか」といった不安の声があ

ります。

○ しかし、（独）日本スポーツ振興センターの災害共済給付の給付件数を見ると、中学

校の体育の授業における柔道の死亡事故は、平成元年度から平成２１年度まで報告がな

く、柔道については、授業中より運動部の活動中の事故が多いという実態があります。

ただし、授業中の事故についても、頭部の重篤（障害等級の１級～３級）な事故が、

平成１０年度から平成２１年度に２件報告されていますし、捻挫や打ち身などの比較的

軽いけがについては、さらに多く報告されています。

このような中、各学校において、柔道に限らず生徒の安全は最重要課題であり、安全

管理に努めていくことが重要です。

①
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② ③

※数値は平成10～21年度

※数値は平成10～21年度

※ ①～③は、(独)日本スポーツ振興センターにおける災害共済給付のデータである。

※ ②③は死亡事故のほか重度の障害(1級～3級)を加えたものであり、①は死亡事故のみである。

※ ②③は事故発生年度で整理し、①は災害共済給付の支給年度で整理したものである。

○ 柔道の重大な事故の内容を見ると、体の部位としては頭部や頚部に多いこと、また、

中学１年と高校１年の初心者に事故が多いことが特徴的です。

これは、技をかけられた際に受け身を十分とれなかった場合などに、頭部や頚部にダ

メージを受けたことが原因であると考えられます。

○ 柔道の指導を行う場合、頭を打たない、打たせないことが大変重要です。Ｐ１８から

Ｐ１９にかけて、頭部に衝撃が加えられた場合に知っておくべき事項として、加速損傷、

セカンドインパクトシンドローム等について記述していますので、参照してください。

※ なお、運動部の活動における柔道指導については、

・学年・体格・体力・有段者（経験者）と無段者（初心者）の技能レベル・関心、意

欲等の多様な生徒が混在していること、

・試合を想定した練習機会が多いこと、

・勝利のために高いレベルの厳しい練習を生徒に課したり、鍛錬的な厳しい指導をし

たりすることも時に見られること

などが授業との違いとしてあげられます。

このため、体育授業における柔道の指導と運動部の活動におけるいわゆる競技とし

ての柔道の指導とは、分けて安全管理を行う必要があります。運動部の活動における

柔道の指導は、体育の授業以上に注意して安全管理に努めていくことが重要です。

運動部の活動の指導における留意点の詳細については、追って出される「体育活動

中の事故防止に関する調査研究協力者会議」の報告書を参照してください。
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２ 柔道の授業における安全管理のための６つのポイント

授業に入る前に

（１）練習環境の事前の安全確認

○ 柔道の授業を開始する前に、施設・設備、用具等について、事前にチェックしておき

ましょう。

○ 特に、武道場や体育館など練習する施設の状況については、次のような点をチェック

しておくことが重要です。

・畳が破れていたり、穴があいていないこと（破れた箇所等に足の指をとられ、け

がにつながる可能性があります。）

・畳に隙間や段差がないこと（畳の隙間に足の指をとられ、事故につながる可能性

があります。）

・釘やささくれ、 鋲 などの危険物がないこと
びよう

・武道場がなく体育館等で授業を展開する場合は、弾力性のある適度に柔らかい畳

を使用したり、安全な枠を設置したりするなど畳のずれを防ぐ対策をとること

（２）事故が発生した場合への事前の備え

○ 万一事故が発生した場合に対して、事前に備えておくことが必要です。

○ 捻挫や骨折の恐れがある場合などの応急手当について、できるだけ事前に学んでおき

ましょう。

○ 心臓発作などが起こる可能性もあります。必ず校内のＡＥＤの所在や使い方などを確

かめておきましょう。

○ 必要に応じて、救急車を呼ばなければならない場合があります。どんな手続きで誰が

呼ぶのか事前に校内で決めておきましょう。

さらに、保護者に連絡が取れるように、緊急連絡先を把握しておくことも必要です。

これらのことは、事故発生時の対応マニュアルとして整備しておくことが重要です。
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（３）外部指導者の協力と指導者間での意思疎通・指導方針の確認

○ 柔道の指導において、外部指導者の協力を得て、ティームティーチングで指導するこ

とが安全で効果的である場合があります。

特に、これまであまり指導経験がなく、教員が不安を感じているような場合に、一人

で指導させるのではなく、経験豊かな外部指導者の協力を得ることは極めて有効です。

もちろん、教員の研修等を進めていただくことは重要ですが、経験豊かな外部指導者の

アドバイスと支援を受けることができれば、より安全に、そして非常に心強く指導が行

えるでしょう。

○ 外部指導者の協力を得る場合には、学校だけで単独で進めるのではなく、市町村教育

委員会等の設置者が、所管する学校と十分に意思疎通を図って状況を把握し、関係団体

等とも連携しながら協力を得られる指導者の情報等を把握して進めていくことが重要で

す。

○ 財団法人全日本柔道連盟など関係団体では、学校での安全な指導ができる指導者の紹

介などを行っており、また、文部科学省では警察庁との間で協議し、警察官 OB が学校

の柔道の指導に参加できるよう、文部科学省は教育委員会に、警察庁は都道府県警察に

それぞれ通知を発出しています。

※ これらについては、必要に応じ、平成23年4月7日付23ス参体第2号の通知や平成23

年12月19日発出の事務連絡などを参照してください。（文部科学省のホームページに

掲載しています。）

○ しかしながら、この場合、あらかじめ、全体の指導計画の作成と指導の展開について、

十分に打合せを行う必要があります。外部指導者は、柔道についての専門的な知識や技

能をもっていても、体育の授業づくりについては専門ではないということがあるからで

す。

○ そのため、指導計画や内容及び評価等、安全管理も含めて、教員が中心となって授業

を進めることが重要です。外部指導者には、学校での授業の在り方や担当する生徒の状

況等についてあらかじめ説明し、十分に理解していただいた上で、指導助言を受け、必

要な指導上の支援をしてもらいましょう。

○ また、指導を行っていた教員が病気や出産、介護など様々な理由で交代せざるを得な

くなるケースも考えられます。このような場合も、生徒の技能の程度や学習の状況など

については、後任の方にきちんと伝わるように十分注意してください。
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（４）指導計画の立て方

① ３年間を見通した指導計画を！

○ 柔道には、相手と直接的に攻防するという運動の特性があるとともに、多くの生徒

にとって中学校で初めて経験する運動種目です。

このため、３年間の指導を見通した上で、各学年で適切な授業時数を配当し、効果

的、継続的な学習ができるようにすることが大切です。受け身の練習を段階的かつ十

分に行うとともに、どの時期に、どのような技を指導するかを適切に定め、段階的な

練習を行うなど、安全管理に努めることが重要です。

○ 例えば、第１学年及び第２学年では、相手を尊重し、伝統的な行動の仕方を守ろう

とする態度を身に付けさせることが大切です。そのため、自分で自分を律する克己の

心を表すものとして礼儀を守るという考え方があることを理解させることも重要で

す。

○ その上で、安全に配慮しながら受け身を重点的に練習することになります。受け身

については投げられた際に安全に身を処するために、崩し、体さばきと関連してでき

るようにし、相手の投げ技と結びつけてあらゆる場面に対応して受け身がとれるよう

にすることが大切です。また、技をかける「取」は、相手に受け身をとらせるという

心掛けを持つことが大切です。

○ 第１学年及び第２学年においては、投げ技ではかかり練習や約束練習に重点を置き、

固め技では自由練習やごく簡単な試合で攻防の楽しさを味わわせることが考えられま

す。

○ さらに、生徒の学習状況、技能の上達の程度を十分に踏まえ、第３学年では、使用

する技や時間を限定するなどして安全上の配慮を十分行った状態で、一定の簡単な試

合まで計画することも考えられます。

○ 安全確保の観点からも、各学年のねらいを明確にした単元計画（指導と評価の計画）

を作成することが重要であり、「技能」、「態度」、「知識、思考・判断」の内容をバラ

ンスよく指導する計画をたてることが重要です。

② あくまでも生徒の学習段階や個人差を踏まえた無理のない段階的な指導を！

○ 学習指導要領解説に示されている技については、あくまで例示であり、記載された

全ての技を取り扱わなければならないというものではありません。

各学校においては、生徒のこれまでの経験や技能、体力の実態、施設設備の状況等

を十分踏まえて取り扱う技を決定することが重要です。
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○ 生徒の経験や技能などを踏まえると、限られた時間の中では多くの技を扱うことが

できないということも当然ありうるでしょう。また、たとえば「大外刈り」など後方

に受け身をとる技については、運動部の活動などで頭部外傷の事故が報告されており、

扱うとしても、受け身等を十分に習得した上で、学んでいくことが必要になります。

このような点も踏まえながら、各学校で無理のない指導計画を策定し、進めていき

ましょう。

＜参考＞第１学年及び第２学年の段階で無理のない指導計画を立案し、取り組んでいる例

※ 本計画例は、主に取扱う技とその配置を示したものであり、各学校においては、学習指導要領

に基づき、学習指導要領解説を参考に(1)技能、(2)態度、(3)知識、思考・判断の指導内容を適

切に定めた単元計画（指導と評価の計画）を作成する必要があります。
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実際の授業の中で

（５）安全な柔道指導を行う上での具体的な留意点

① 生徒の体調等に注意！

○ 柔道の授業では、生徒自らが自他の安全について十分配慮しながら活動ができるよ

う指導する必要があります。

例えば、「態度」の指導内容に、体調の変化などに気を配ること、危険な動作を行

わないこと、自己の技能・体力の程度に応じて技に挑戦することが大切であること、

体調に異常を感じたら運動を中止することなどがあります。生徒自らがお互いの安全

に十分配慮した活動ができるように指導していかなければなりません。

○ 指導する側としても、事前に生徒の健康状態について把握することはもちろんのこ

と、指導中常に生徒の体調等には十分に気をつけ、運動の継続が可能かどうか、適切

な判断と処置が重要です。気分が悪そうであれば、場合によっては授業を休むよう指

示することが必要です。

○ また、夏季に授業を行う場合には、熱中症にも十分注意する必要があります。この

場合も、生徒の体調等に十分注意しておきましょう。

② 多くの生徒が「初心者」であることを踏まえた段階的な指導を！

○ 初めて中学校で柔道を学ぶ生徒が多いことが十分に想定されます。

初心者に対する安全管理上の観点からは、受け身が安全にとりやすい技から指導す

ることが考えられます。

例えば、受け身が低い位置で衝撃の少ない技から、徐々に高い位置で衝撃の大きな

受け身を必要とする技を扱うなどの工夫が必要です。

○ さらに、初心者の指導においては、受け身はもとより、投げ技のかかり練習や約束

練習の段階においても、技によってはいきなり双方が立位の姿勢からはじめるのでは

なく、技をかけられ受け身をとる「受」が蹲踞（そんきょ）や片膝、両膝をついた姿

勢や中腰の姿勢などからはじめ、徐々に立位の姿勢で行ったり、「取」や「受」が安

定して投げたり、受け身をとったりできる状態で行うなど、安全に十分配慮した段階

的な指導を進めましょう。

○ また、技能の程度や体力が大きく異なる生徒同士を組ませることは事故のもとです。

必ず、同程度の生徒同士を組ませるよう特に教員が配慮しましょう。
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なお、技能等が大きく異なる生徒については、別々のグループにして、それぞれに

適した指導を行うことも事故を防止する上で有効であると考えられます。

③ 「頭を打たない・打たせない」ための「受け身」の練習をしっかりと！

○ 柔道の練習（受け身の練習、かかり練習、約束練習、自由練習など）において、自

らの身を守るための受け身の重要性の認識が最も重要です。

特に「頭を打たない」「頭を打たせない」ということを前提とし、これが教員と生

徒に認識され「頭を打たないためにはどのような受け身をとるのか」、「頭を打たせ

ないためにはどのように投げるか」が教員によってしっかり指導され、学習段階に応

じて十分身に付けていることが必要になります。

○ 取と受との関係からいえば、取はしっかりと立ち、引き手（受の袖）を引いて相手

に受け身をとらせること、低い姿勢や前のめりで技をかけるのは避けることが必要で、

受は潔く自分から受け身をとる習慣をつけること、投げられまいと体を低くしたり、

腰を引いたり、また、手をつくことを避けることが必要です。この点をしっかり指導

しましょう。

○ また、頭を打たなくても頭に回転力がかかることで生じる「加速損傷」により出血

を起こすケースもあると言われています。指導者がこうした危険性を十分理解してい

ることは重要です。

④ 固め技では抑え技のみであり、絞め技や関節技は指導しない！

○ 固め技については、学習指導要領の解説で抑え技、絞め技及び関節技の中で抑え技

のみ扱うことと示されていますので、絞め技や関節技を指導しないことはもちろんの

こと、生徒間でふざけて行うことがないよう十分注意しなければなりません。

また、抑え技の練習等においては、誤って腕や帯などで相手の頚部を絞めることが

無いように十分留意させた上で、生徒の技能の程度に応じた指導を工夫する必要があ

ります。

⑤ しっかりと受け身を身に付けさせたうえで、生徒の状況にあった投げ技の

指導を！

○ 柔道の技は様々ですが、学習指導要領解説において、中学校第１学年及び第２学年で

は、①体落とし、②大腰、③膝車、④大外刈り、⑤支え釣り込み足、⑥小内刈りという

６つの基本となる技だけを例示しています。

○ 学習指導要領解説に示されている技はあくまでも例示であり、必ず全ての技を取り扱
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わねばならないという必要はありません。各学校では、生徒のこれまでの経験や技能、

体力の実態等を十分に踏まえて取り扱う技を決定することが重要です。

○ 学習指導要領解説に載せている６つの技の概略については、１５ページ以降の参考資

料で紹介していますが、次の表では、それぞれの技について、起こりやすい事故とそれ

を防止するためのポイントをまとめていますので参考にしてください。なお、より具体

的な指導の詳細については、追って出される「体育活動中の事故防止に関する調査研究

協力者会議」の報告書を参照してください。



投げ技 どんな事故に注意すべきか？ 事故を防止するための指導のポイントは？

○右組の場合、取（技をかける人）が右膝をつく低い状態で技をかけ
   ると、受（技を受ける人）は真下に落ちやすく肩や肘を痛めることが
   あります。

○膝をつく低い状態で技をかけることは禁止しましょう。
○右組の場合、取は受を右前隅に崩して技をかけるようかかり練習や約束練習を繰り返して習熟を図ることが重要です。
○取が自分のバランスを崩して膝をついた場合は、無理に投げようとしないで、持っている受の襟や袖を放すように指導
　 しましょう。そうすると受は状況に応じた受け身を安全にとりやすくなります。

○取が右組のまま左の体落としをかけると、受は左手を思わずついて
   手首や肘を痛める原因となります。

○初心者の段階では右組のまま左の体落としをかけることを禁止し、必ず引き手の方向に投げるよう指導しましょう。

大
腰

○取が腰を曲げて頭部を低くした状態で技をかけると、受ではなく、取
   が頭部から突っ込み頸部を痛める恐れがあります。

○頭部を低くした状態で技をかけることを禁止し、自分のバランスを崩して低い姿勢になった場合は、持っている受の襟
   や袖を放し、自ら前受け身をとるように指導しましょう。
○右組の場合、取は上体を起こし、受を右前隅に崩して技をかけるようかかり練習や約束練習を繰り返して習熟を図るこ
   とが重要です。

○取が右組のまま右足で膝車をかけると、受は左手を思わずついて
   手首や肘を痛めるおそれがあります。

○初心者の段階では右組のまま右足で膝車をかけることを禁止し、必ず引き手の方向に投げるよう指導しましょう。

○取の上体が崩れ、倒れながらも無理に技をかけると、受は肩から落
    ち、肩、肘を痛めることがあります。

○上体が崩れた場合は技をかけないで自らが後ろ受け身をとるよう指導することが重要です。
○取は右足前さばき（右足のつま先を内側に向ける体さばき）をしっかりしたうえで技をかけるよう指導しましょう。

○受が防御で踏みとどまったにもかかわらず取は上体を浴びせるよう
   にして同体で倒れ込むと、受は真後ろに倒され後頭部を打つおそれ
   があります。

○受が防御で踏みとどまった場合は、それ以上同体となって倒れ込むことを禁止しましょう。
○右組の場合、取は受の右後ろ隅に十分崩して技をかけるようかかり練習や約束練習を繰り返して習熟を図ることが重
    要です。

○取が受の両脚を刈り上げると、受は後頭部から落ちていく恐れがあ
    ります。

○受の両脚を刈り上げることを禁止しましょう。
○右組の場合、取は受の右後ろ隅に十分崩して技をかけるようかかり練習や約束練習を繰り返して習熟を図ることが重
    要です。

○大外刈りをかけられた際に、受が上体をひねり、防御の手をつくと
   手首や肘を痛めるおそれがあります。

○受は無理な防御をしないで潔く受け身をとるよう指導しましょう。

○取が右組のまま右足で支え釣り込み足をかけると、受が左手を思
   わずついて手首や肘を痛めるおそれがあります。

○初心者の段階では右組のまま右足で支え釣り込み足をかけることを禁止し、必ず引き手の方向に投げるよう指導しま
    しょう。

○取の上体が崩れ、倒れながらも無理に技をかけると、受は肩から落
   ち肩、肘を痛めるおそれがあります。

○上体が崩れた場合は技をかけないで自ら後ろ受け身をとるよう指導しましょう。
○取は右足前さばき（右足のつま先を内側に向ける体さばき）をしっかりしたうえで技をかけるよう指導しましょう。

○取が勢い余って同体となって倒れ込むと、受は真後ろに倒され後頭
   部を打つおそれがあります。

○同体となって倒れ込むことは禁止しましょう。
○取は自分のバランスを崩した場合は、同体となって倒れないように持っている受の襟や袖を放すように指導しましょう。
   そうすると受は状況に応じた受け身を安全にとりやすくなります。
○右組の場合、取は受の右袖をしっかり引きつけ右後ろ隅に崩して技をかけるよう指導しましょう。

○小内刈りをかけられた際、受が上体をひねり、防御の手をつくと、受
   は手首や肘を痛めるおそれがあります。

○受は無理な防御をしないで潔く受け身をとるよう指導しましょう。

学習指導要領に例示されている投げ技と安全指導のポイント

小
内
刈
り

膝
車

体
落
と
し

大
外
刈
り

支
え
釣
り
込
み
足
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（６）万一の場合の対処

① 事故発生時の応急手当

○ 学校での事故により生徒が負傷した場合、適切な応急手当により、けがや病気の悪

化を防ぐことができます。けがや病気の中でも最も重篤で緊急を要するものは、心臓

や呼吸が止まっている場合であり、その場合はすぐに人を集めて心肺蘇生を開始し、

救急車を要請することが必要です。

○ 応急手当を実施する際は、まずは傷病者の状態として、意識があるか、呼吸がある

か、脈があるか、出血があるかを確認してください。

○ なお、各学校においては、ＡＥＤの使用方法を含む心肺蘇生法実技講習を実施する

など、教職員の事故への対応能力の向上を図り、教職員が生徒の負傷の程度に応じて、

的確な判断の下に応急手当を行うことができる体制を確立しておくことが大切です。

② 打撲、捻挫、骨折、脱臼などへの対処

○ 他の運動と同様に柔道でも打撲、捻挫、骨折、脱臼などのけがが起こりえます。そ

の場合、応急手当が必要ですが、麻痺や変形、開放骨折などがある場合は、応急手当

に加え救急車を呼ぶなど早急な対応が求められます。

○ 筋肉や骨格、関節などの外傷が発生した場合、応急手当（RICE 処置）を実施しま

しょう。RICE 処置とは、ケガの応急処置の 4 つの原則（安静：Rest、冷却：Icing、
圧迫：Compression、挙上：Elevation）の頭文字です。受傷直後から RICE 処置を実施

することで、悪化を予防し、早期治癒や後遺症の発生を減らすことができます。

○ また、痛みの原因が打撲か骨折、捻挫や脱臼によるものなのかの判断が必要です。

RICE 処置で改善しない場合、骨折や靭帯損傷などを伴っていることがあるので、直

ぐに医療機関を受診させてください。

○ 傷（キズ）を認める場合には、①直ちに水道水などの流水で十分に洗い（ただし、

キズ口をこすると血が止まらないのでこすらない。）②出血部位を清潔なタオルやガ

ーゼなどで強く圧迫して速やかに医療機関を受診させてください。
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③ 頚部負傷への対処

○ 頚部を負傷した場合、頭部の損傷が無ければ意識障害はありません。まず、呼吸状

態、手足の麻痺の程度の二つを確認してください。頭部の打撲も合併している可能性

があるときは、意識状態の確認のために呼び掛けに対する反応をみます。呼び掛けは

軽く肩をたたきながら行ってください。ただし、「大丈夫か！」など体を強くゆすっ

てはいけません。

○ 意識がはっきりしない場合は、頭部の外傷を合併しているものとして対応しましょ

う。麻痺の有無は、手を握らせる、肘・膝・足関節を曲げ伸ばしさせるなどの動作を

行わせて確認します。痺れや異常感覚の有無なども確認します。意識がはっきりしな

い場合や麻痺等が認められる場合には、速やかに救急車を要請しましょう。

○ 手足の麻痺や頚部の痛みが認められる場合には、頚部を動かすことで重症にしてし

まう可能性があるので頭頚部を動かさず、救急隊に搬送してもらうのが最善です。

④ 頭部打撲への対処

○ 柔道で重篤な事故となるけがは頭部打撲です。その中でも、頭を揺さぶられること

により脳の表面の血管が破断されて起きる「急性硬膜下血腫」が重篤な事故として数

多く報告されています。また、最初は「脳しんとう」と思われた事例が、経過中に大

きな出血を伴っていたことが報告されており、程度に限らず、慎重な経過観察が必要

です。意識障害が確認された場合は、直ちに救急車を要請してください。

救急車には教員等が同乗し、医療機関等に状況が正しく説明できるようにすること

も重要です。

○ 頭部打撲前後の記憶もしっかりしており、脳しんとうの症状も皆無であれば、しば

らく安静にして症状を観察します。

○ また、何ら症状がなくても、頭部打撲があった場合は、当日の体育の授業は見学さ

せ、その後も頭痛や気分不良などの自覚症状がないか継続して確認しましょう。帰宅

後の家庭での観察も必要です。保護者に頭部打撲の事実を連絡して、症状悪化に注意

して経過を観察することが必要であることを伝えるなど、教員、生徒、保護者がとも

に状態を把握しておく必要があります。
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参 考

＜学習指導要領解説に盛り込まれている基本的な技について＞

○ 写真は、受、取ともに熟練者の動作であり、技能の程度はかなり高いものです。投げ

技の正しい形を理解する上での参考にしてください。初心者の指導においては、受け

身の指導を十分に行い、安全に配慮した段階的な指導を進めましょう。

体落とし

「取」は、「受」を右前隅に崩し、「受」に重

なるように回り込み、さらに右足を一歩「受」

の右足の外側に踏み出し、上肢の作用と両膝の

伸展を利用して「受」を前方に投げる。

大腰

「取」は、「受」を真前に崩し、「受」の後ろ

腰に右腕を回し、「受」と重なり、両膝の伸展、

引き手、後ろに回した右腕を使用し、「受」を

腰に乗せ前方に投げる。
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膝車

「取」は、「受」を右前隅に崩し、「受」の

膝部に、右足を軸に、左足の土踏まず部分を当

て、引き手、釣り手を作用させ前方に投げる。

大外刈り

「取」は、「受」を右後ろ隅に崩し、左足を

軸に右脚を前方に大きく振り上げ、「受」の右

膝裏部分を右膝裏部分で、外側から刈り後方に

投げる。
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支え釣り込み足

「取」は、「受」を右前隅に崩し、「受」の右

足首部に、右足を軸に、左足の土踏まず部分を

当て、引き手、釣り手、腰の回転を作用させ前

方に投げる。

小内刈り

「取」は、「受」を右後ろ隅に崩し、左足を軸に

右足の土踏まずの部分を、「受」の右足かかと部分

に当て刈り投げる。

※ 受け身をとりやすくするために、体側に絞られた引き手、釣り手を同時に放した練

習方法の例を示した写真

出典：「学校体育実技指導資料 第２集 柔道指導の手引（二訂版）」文部科学省

http://www.mext.go.jp/a_menu/sports/jyujitsu/07121717.htm
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＜「脳しんとう」について＞

○ 一般的に「頭部に打撲を受け、意識消失（気を失う）がある状態」としか考えていな

ければ、それは明らかに間違いです。「脳しんとう」とは「頭部打撲直後から出現する

神経機能障害であり、かつそれが一過性で完全に受傷前の状態に回復するもの」と定義

されています。

○ 症状としては、「神経機能障害」であり「意識消失」はその一項目に過ぎません。す

なわち、①認知機能障害としての健忘（対戦相手、試合の点数などがわからない）や、

興奮、意識消失、②自覚症状としての頭痛、めまい、吐き気、視力、視野障害、耳鳴り

等、③他覚症状としての意識内容の変化、ふらつき、多弁、集中力の低下、感情変化、

多種多様であることを十分理解しておく必要があります。

＜「加速損傷」について＞

○ 頭部や顔面打撲によって頭部が激しく揺さぶられることにより、頭蓋骨と脳とに大き

なずれを生じることが原因となります。このずれは、通常は問題を生じませんが、ずれ

が強くなり、ある値を超えると、頭蓋骨と脳をつなぐ橋渡しの静脈（架橋静脈）が伸展

破綻し、出血し、「急性硬膜下血腫」となります。

○ 血腫が脳を急激に圧迫して「脳ヘルニア」を生じると、生命の危機に陥ることがあり、

緊急手術で血腫を速やかに除去することが必要になります。

○ これらの症状については、前述のように、頭部への直接の打撲がなくても、頭部を激

しく揺さぶられることにより生じるため、「加速損傷」と呼ばれます。
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＜「セカンドインパクトシンドローム（ＳＩＳ）」について＞

○ 「セカンドインパクト・シンドローム」とは、脳に同じような外傷が二度加わった場

合、一度目の外傷による症状は軽微であっても、二度目の外傷による症状は、はるかに

重篤になることがあることを意味します。

＜参考図書＞

○「柔道の安全指導の手引き〔２０１１年第三版〕」（財団法人全日本柔道連盟）

http://www.judo.or.jp/data/docs/print-shidou.pdf
○「柔道の基本指導」（財団法人全日本柔道連盟）

＜参考ホームページ＞

○中学校武道必修化サイト（日本武道館）

http://www.nipponbudokan.or.jp/gakkobudo/
○財団法人全日本柔道連盟

http://www.judo.or.jp/

＜財団法人全日本柔道連盟＞

住所：〒112-0003 東京都文京区春日1丁目16番30号講道館内

電話：03-3818-4199



住　　所 電　　話

1 (社)北海道柔道連盟 北海道札幌市豊平区美園4条8丁目1-1育栄ビル 011-813-8382

2 青森県柔道連盟 青森県弘前市大字川先4-1-1 0172-27-8114

3 岩手県柔道連盟 岩手県盛岡市川目町7-22 019-622-5854

4 宮城県柔道連盟 宮城県仙台市若林区河原町1-2-51 南仙台振興ビル302号室 022-715-1660

5 秋田県柔道連盟 秋田県秋田市新屋鳥木町1-98 018-828-9002

6 山形県柔道連盟 山形県山形市蔵王菅沢34 ０23-643-3437

7 福島県柔道連盟 福島県いわき市平上平窪字原田22-2 0246-21-2040

8 茨城県柔道連盟 茨城県鉾田市借宿1363-3 0291-33-6446

9 栃木県柔道連盟 栃木県宇都宮市中戸祭1‐6‐3 スポーツ会館内 028‐622‐1128

10 群馬県柔道連盟 群馬県前橋市勝沢町530 027-269-7276

11 埼玉県柔道連盟 埼玉県さいたま市浦和区北浦和5-6-5 埼玉県浦和合同庁舎内 048-822-5891

12 千葉県柔道連盟 千葉県千葉市花見川区幕張本郷2-27-9 043-272-9555

13 神奈川県柔道連盟 神奈川県綾瀬市寺尾西3-10-15 0467-55-8840

14 山梨県柔道連盟 山梨県甲斐市大久保1400-41 055-277-4170

15 (財)東京都柔道連盟 東京都文京区春日1-16-30 講道館内 03-3818-4246

16 新潟県柔道連盟 新潟県新潟市西区新通1072日本文理高校内 025-260-1000

17 長野県柔道連盟 長野県長野市松代町西条3916・B-401 026-278-8854

18 富山県柔道連盟 富山県高岡市川原本町9-16 0766-22-2331

19 石川県柔道連盟 石川県金沢市湖陽2-121 076-257-6606

20 福井県柔道連盟 福井県福井市上北野1-31-2 0776-53-2847

21 静岡県柔道協会 静岡県静岡市葵区瀬名7-2-38 054-265-5272

22 愛知県柔道連盟 愛知県名古屋市港区丸池町1-1-4 052-654-8228

23 岐阜県柔道協会 岐阜県岐阜市藪田南1-11-12水産会館6Ｆ 612号 058-275-5313

24 三重県柔道協会 三重県伊勢市勢田町940-6 0596-24-5138

25 滋賀県柔道連盟 滋賀県大津市上田上桐生町865－5 077－549-1177

26 京都府柔道連盟 京都府京都市南区東九条下殿田町70 京都府スポーツセンター内 075-644-6235

27 大阪府柔道連盟
大阪府大阪市城東区永田4-15-11
（財）講道館大阪国際柔道ｾﾝﾀｰ内

06-6964-5553

28 兵庫県柔道連盟 兵庫県神戸市中央区下山手通4-1-17丸中ビル403号 078-335-1505

29 奈良県柔道連盟 奈良県天理市川原城町358 順正館内 0743-62-1315

30 (財)和歌山県柔道連盟 和歌山県和歌山市中之島1372 柔道会館内 073-431-7836

31 鳥取県柔道連盟 鳥取県米子市両三柳3192-14 鳥取県立武道館内 0859-24-9300

32 島根県柔道連盟 島根県松江市法吉町30-28 090-3749-9289

33 岡山県柔道連盟 岡山県岡山市北区いずみ町2-1-8 086-254-3738

34 広島県柔道連盟 広島県広島市東区牛田南1-2-21-101 082-222-6446

35 (社)山口県柔道協会 山口県山口市朝田581-2 083-924-9510

36 香川県柔道連盟 香川県高松市牟礼町牟礼1342 087-845-9038

37 徳島県柔道連盟 徳島県徳島市徳島町城内6-101 先田ビル3階 088-602-1100

38 (財)愛媛県柔道協会 愛媛県松山市朝生田町7-15-4 二宮物産2F 089-945-6999

39 高知県柔道協会 高知県高知市朝倉横町19-11 088-843-7945

40 福岡県柔道協会 福岡県福岡市中央区大濠1-1-1 福岡武道館内 092-714-1558

41 佐賀県柔道協会 佐賀県佐賀市新栄西2-3-1 0952-22-3932

42 長崎県柔道協会 長崎県長崎市かき道4-17-1 095-838-3190

43 熊本県柔道協会 熊本県熊本市水前寺5-23-2熊本武道館内 096-381-9091

44 大分県柔道連盟 大分県大分市高崎3-4-3 097-544-8362

45 宮崎県柔道連盟 宮崎県宮崎市橘通東1-5-8 501号 0985-26-7415

46 (公財)鹿児島県柔道会 鹿児島県鹿児島市城山町2-21 099-222-7770

47 沖縄県柔道連盟 沖縄県那覇市首里末吉町4-2-9 098-885-5537

連　　絡　　先
NO 名　　称

＜各都道府県の柔道連盟の連絡先一覧＞

平成２４年３月１日現在
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２３文科ス第９１０号

平成２４年３月９日

各都道府県・指定都市教育委員会教育長

各 都 道 府 県 知 事 殿

附 属 学 校 を 置 く 各 国 立 大 学 長

文部科学省スポーツ・青少年局長

久 保 公 人

（印影印刷）

武道必修化に伴う柔道の安全管理の徹底について（依頼）

平成２４年度の新しい中学校学習指導要領の全面実施に向けて、関係法令等に基

づく適切な教育課程の編成・実施及びこれらに伴い必要となる教育条件の整備を行

い、保健体育の授業が円滑に実施されることが必要となります。

特に、必修化される中学校における武道の授業の実施に当たり、柔道を行う学校

については、安全管理の徹底を図る上で、各学校における平成２４年度の柔道の授

業の開始前に、下記の点について御確認いただき、より安全に指導できる体制にし

ていただくようお願いします。

また、文部科学省においては 「体育活動中の事故防止に関する調査研究協力者会、

議」を設置し、同会議の中で、柔道の安全管理についても調査研究しているところ

であり、安全に配慮した柔道の指導内容等の考え方などの詳細については、取りま

とまり次第、別途送付することとしておりますが、同会議の議論等を踏まえ、別添

のとおり「柔道の授業の安全な実施に向けて」を作成しましたので、送付させてい

ただきます。つきましては、本内容を今後の指導の参考にしていただきますようお

願いします。

なお、柔道の指導体制について御確認いただいた結果については、別紙実施要領

に基づき調査表を作成の上、平成２４年５月３１日（木）までに下記宛先まで提出

いただくようお願いします。文部科学省においては、御提出いただいた資料等をも

とに、後日、関係者による報告会・情報交換会を開催したいと考えております。

このことについて、各都道府県・指定都市教育委員会におかれては所管の学校及

び域内の市区町村教育委員会等に対して、各都道府県知事におかれては所轄の私立

学校に対して、各国立大学長におかれては附属学校に対して、この趣旨について周

知及び調査結果を取りまとめいただくとともに、適切な対応がなされるよう御指導

をお願いします。

charasna
楕円

charasna
テキストボックス
写



記

１ 平成２４年度からの武道必修化に伴う柔道の授業の開始前に、柔道を実施する

全ての中学校を対象として、各学校の指導体制について、以下の点について、各

学校とともに、設置者において確認すること。

、 、 。なお 必要に応じて 参考として添付したチェックリストを活用されたいこと

（１）指導者について

イ）平成２４年度に柔道の授業を開始する時点 において、一定の指導歴又は研※１

修歴を持った教員が指導に当たることができる体制 になっているか。※２

※１ 実際に授業の開始を予定している時点であり、年度当初の４月とは限らない。

※２ 例えば、複数の担当教員がいる学校で、一定の指導歴及び研修歴を持たない教員が単独

で授業を担当する場合は「指導に当たることができる体制」に該当しないが、当該教員が

今後授業開始までに指導をし得るような一定の研修を受ける予定の場合は該当すると考え

られる。

ロ）イ）の体制が確保できない場合、適切な外部指導者の協力を得ることになっ

ているか。

【留意点】

指導者が一定の指導歴又は研修歴を持たない教員である場合は、教育委員会

や柔道関係団体にある人材データバンク等を活用し、退職警察官等外部指導者

の協力を得ること。また、指導歴及び研修歴が浅い教員については、授業の開

始時点までに十分に研修の機会を確保すること。

（２）指導計画について

３年間を見通した上で、学習段階や個人差を踏まえ、段階的な指導を行うなど

安全の確保に十分に留意した計画となっているか。

【留意点】

問題点が判明した場合、指導計画（例えば単元計画等）を修正し、無理な計

画での授業は行わないこと。また、必要に応じ、都道府県柔道連盟等の協力を

得て、外部指導者によるアドバイスを受けること。

なお、別添の「柔道の授業の安全な実施に向けて」を踏まえ、安全に柔道の

指導を行う観点から特に以下の点について配慮が求められること。

、 、 、① ３年間の指導を見通した上で 各学年で適切な授業時数を配当し 効果的

継続的な学習ができるようにすること。

第１学年及び第２学年においては、受け身の練習を段階的かつ十分に行っ

、 、 。た上で 指導する技や時期を定め 技と関連させた受け身の指導を行うこと

、 、 、また 受け身がとれるようになった後 投げ技のかかり練習や約束練習など

段階的に練習を行うこと。その際、固め技について自由練習やごく簡単な試

合で攻防の楽しさを味わわせることが考えられること。

さらに、第３学年においては、生徒の技能の上達の程度等を踏まえ、安全

上の配慮を十分に行った状態で、使用する技や時間を限定するなどして簡単

な試合までを計画することも考えられること。



② 生徒の学習段階や個人差を踏まえた無理のない段階的な指導を行うこと。

、 「 」 、なお 学習指導要領の解説で示している 大外刈り などの技については

あくまでも例示であり、記載された全ての技を取り扱わなければならないも

のではないこと。

（３）施設設備等について

施設設備及び用具の安全が確保されているか。特に体育館を使用する場合は、

例えば畳のずれを防ぐ措置など柔道を行う場の安全が確保されているか。

【留意点】

十分でない場合は、早急に施設設備及び用具の安全の確保策を講じること。

（４）事故が発生した場合の対応について

事故が発生した場合の応急処置や緊急連絡体制など、対処方法について関係者

間で認識を共有しているか。

【留意点】

十分でない場合は、早急に事故が発生した場合に対応できる体制を整備する

こと。

２ 各学校の設置者においては、上記１の各項目が満たされた上で柔道の授業が実

施されるようにすること。なお、条件が満たされていない項目が発見された場合

には、当面、柔道の授業の開始を遅らせ早急に条件整備を進めるなど適切な措置

が講じられるようにすること。

（本件問合せ先・調査提出先）

文部科学省 スポーツ・青少年局

参事官（体育・青少年スポーツ担当）付指導係

TEL 03-6734-2674

FAX 03-6734-3790

E-Mail taiikuss@mext.go.jp



（別 紙）

柔道の指導体制に関する状況調査 実施要領

１．調査対象

全ての中学校

※ 中学校には、中等教育学校の前期課程を含む。以下、本調査において同じ。

２．調査時点

平成２４年４月２７日（金）現在

※ ４月２６日（木）以前にチェックリストを用いて御確認いただいた場合でも、４月

２７日（金）時点における状況を御記入ください。（例えば、４月当初に確認した結

果が「×」であった項目について、改善策を講じたこと等により、４月２７日（金）

時点では「○」になっていることもあり得ます。）

３．調査の流れ

文部科学省

送付・回収
都道府県教育委員会担当課 設置している中学校

・様式２－２を作成 ・様式１－１を作成（※）

送付・回収

（指定都市を除く）市区町村教育委員会担当課 設置している中学校

・様式２－１を作成 ・様式１－１を作成（※）

送付・回収
指定都市教育委員会担当課 設置している中学校

・様式２－１を作成 ・様式１－１を作成（※）

送付・回収
都道府県私立学校担当課 当該都道府県内の私立中学校

・様式２－２を作成 ・様式１－２を作成（※）

送付・回収
国立大学法人附属学校担当部署 設置している中学校

・様式２－３を作成 ・様式１－３を作成（※）

※ 柔道の授業を実施しない中学校は、様式１－１、１－２、１－３の作成は不要です。

４．提出が必要な様式

・都道府県教育委員会 … 様式２－１、２－２

・指定都市教育委員会 … 様式２－１

・都道府県私立学校担当課 … 様式２－２

・国立大学法人附属学校担当部署 … 様式２－３

※ 様式１－１、１－２、１－３は、文部科学省への提出は不要です。



５．提出方法

E-mailにて、taiikuss@mext.go.jpまで送付いただきますよう、お願いいたします。

※ 件名は、「（都道府県名等）柔道の指導体制に関する状況調査への回答」としてくだ

さい。

６．提出期限

平成２４年５月３１日（木）

７．その他

・ 調査票の電子媒体（Excelファイル）については、別途、平成２４年３月中に、文

部科学省から、都道府県教育委員会担当課、指定都市教育委員会担当課、都道府県

私立学校担当課、国立大学法人附属学校担当部署宛に、E-mailにて送信いたします。

担当部署が複数にまたがる場合や異なる場合は、恐れ入りますが、転送していただ

きますよう、よろしくお願いします。

もし、E-mailにての調査票の送付を確認できない場合は、「件名」に「柔道の指導

体制に関する状況調査の調査票送付希望」とご記入いただき、taiikuss@mext.go.jp

までE-mailを送付してください。（本文は不要です。）

・ 集計処理のため、各様式の回答欄を同ファイル内の印刷範囲外の場所と関連付け

ています。調査票の回答に当たっては、回答欄以外の部分に変更を加えないよう、

よろしくお願いします。

・ 集計結果については、公表の可能性があります。

・ その他、調査票の回答に当たって不明な点等がある場合は、電話又はE-mailにて

お問い合わせください。

（本件問い合わせ先・調査提出先）

文部科学省 スポーツ・青少年局

参事官（体育・青少年スポーツ担当）付指導係

TEL 03-6734-2674

FAX 03-6734-3790

E-Mail taiikuss@mext.go.jp



【 様式１－１（公立学校） 】

市区町村名 ： 

学校名 ： 

平成２４年度における柔道の授業の開始（予定）時期 ： 　月

内容 確認結果
（※１）（※２）

※１ 　問題がない場合は「○」、改善が必要な点がある場合は「×」を記入。

※２ 　（１）イの確認結果の欄が「○」の場合は、（１）ロの確認結果の欄は空欄となります。

※３ 　※１で「×」を記入した場合、講ずべき改善の方向性について選択（複数可）。

イ

平成２４年度に柔道の授業
を開始する時点において、
一定の指導歴又は研修歴
を持った教員が指導に当た
ることができる体制になって
いるか。

イ）の体制が確保できない
場合、適切な外部指導者の
協力を得ることになっている
か。

 ② 指導で扱う技や時期の検討

 ③ 外部指導者によるアドバイスを受ける

 ① 不具合のある施設設備の改善

 ① 受け身の指導の充実

 ③ 外部指導者の協力を得る

 ② 一定の指導歴又は研修歴を持った教員の配置

 ② 安全用具（衝撃を和らげるマット等）の活用

３年間を見通した上で、学
習段階や個人差を踏まえ、
段階的な指導を行うなど安
全の確保に十分に留意した
計画となっているか。

施設設備及び用具の安全
が確保されているか。特に
体育館を使用する場合は、
例えば畳のずれを防ぐ措置
など柔道を行う場の安全が
確保されているか。

 ① 事故が発生した場合の対応に係るマニュアル等の整備
事故が発生した場合の応急
処置や緊急連絡体制など、
対処方法について関係者間
で認識を共有しているか。

 ② 会議等を活用した関係者間での認識の共有

（２）

（３）

（４）

柔道の指導体制に関する状況調査 （調査票）

 ① 指導歴や研修歴が浅い教員に対する研修機会の確保

　注 ： 平成２４年４月２７日（金）時点における「確認結果」「講ずべき改善の方向性」を御記入ください。

講ずべき改善の方向性（※３）項目

（１）

ロ



【 様式１－２（私立学校） 】

所在する都道府県名 ： 

学校名 ： 

平成２４年度における柔道の授業の開始（予定）時期 ： 　月

内容 確認結果
（※１）（※２）

※１ 　問題がない場合は「○」、改善が必要な点がある場合は「×」を記入。

※２ 　（１）イの確認結果の欄が「○」の場合は、（１）ロの確認結果の欄は空欄となります。

※３ 　※１で「×」を記入した場合、講ずべき改善の方向性について選択（複数可）。

柔道の指導体制に関する状況調査 （調査票）

 ① 指導歴や研修歴が浅い教員に対する研修機会の確保

　注 ： 平成２４年４月２７日（金）時点における「確認結果」「講ずべき改善の方向性」を御記入ください。

講ずべき改善の方向性（※３）項目

（１）

ロ

（２）

（３）

（４）

 ② 安全用具（衝撃を和らげるマット等）の活用

３年間を見通した上で、学
習段階や個人差を踏まえ、
段階的な指導を行うなど安
全の確保に十分に留意した
計画となっているか。

施設設備及び用具の安全
が確保されているか。特に
体育館を使用する場合は、
例えば畳のずれを防ぐ措置
など柔道を行う場の安全が
確保されているか。

 ① 事故が発生した場合の対応に係るマニュアル等の整備
事故が発生した場合の応急
処置や緊急連絡体制など、
対処方法について関係者間
で認識を共有しているか。

 ② 会議等を活用した関係者間での認識の共有

 ③ 外部指導者によるアドバイスを受ける

 ① 不具合のある施設設備の改善

 ① 受け身の指導の充実

 ③ 外部指導者の協力を得る

イ）の体制が確保できない
場合、適切な外部指導者の
協力を得ることになっている
か。

 ② 指導で扱う技や時期の検討

 ② 一定の指導歴又は研修歴を持った教員の配置

イ

平成２４年度に柔道の授業
を開始する時点において、
一定の指導歴又は研修歴
を持った教員が指導に当た
ることができる体制になって
いるか。



【 様式１－３（国立学校） 】

学校名 ： 

平成２４年度における柔道の授業の開始（予定）時期 ： 　月

内容 確認結果
（※１）（※２）

※１ 　問題がない場合は「○」、改善が必要な点がある場合は「×」を記入。

※２ 　（１）イの確認結果の欄が「○」の場合は、（１）ロの確認結果の欄は空欄となります。

※３ 　※１で「×」を記入した場合、講ずべき改善の方向性について選択（複数可）。

柔道の指導体制に関する状況調査 （調査票）

 ① 指導歴や研修歴が浅い教員に対する研修機会の確保

　注 ： 平成２４年４月２７日（金）時点における「確認結果」「講ずべき改善の方向性」を御記入ください。

講ずべき改善の方向性（※３）項目

（１）

ロ

（２）

（３）

（４）

 ② 安全用具（衝撃を和らげるマット等）の活用

３年間を見通した上で、学
習段階や個人差を踏まえ、
段階的な指導を行うなど安
全の確保に十分に留意した
計画となっているか。

施設設備及び用具の安全
が確保されているか。特に
体育館を使用する場合は、
例えば畳のずれを防ぐ措置
など柔道を行う場の安全が
確保されているか。

 ① 事故が発生した場合の対応に係るマニュアル等の整備
事故が発生した場合の応急
処置や緊急連絡体制など、
対処方法について関係者間
で認識を共有しているか。

 ② 会議等を活用した関係者間での認識の共有

 ③ 外部指導者によるアドバイスを受ける

 ① 不具合のある施設設備の改善

 ① 受け身の指導の充実

 ③ 外部指導者の協力を得る

イ）の体制が確保できない
場合、適切な外部指導者の
協力を得ることになっている
か。

 ② 指導で扱う技や時期の検討

 ② 一定の指導歴又は研修歴を持った教員の配置

イ

平成２４年度に柔道の授業
を開始する時点において、
一定の指導歴又は研修歴
を持った教員が指導に当た
ることができる体制になって
いるか。



【 様式２－１（市区町村教育委員会） 】

市区町村名 ： 

全中学校数 ： 校

校

99'!P6) 校 9'!P12) 校

99'!P7) 校 9'!P13) 校

99'!P8) 校 9'!P14) 校

99'!P9) 校 9'!P15) 校

9'!P10) 校 9'!P16) 校

9'!P11) 校 9'!P17) 校

イ =SUM 校 =SUM 校

ロ =SUM 校 =SUM 校

（２） =SUM 校 =SUM 校

（３） =SUM 校 =SUM 校

（４） =SUM 校 =SUM 校

=SUM( 校

=SUM( 校

=SUM( 校

=SUM( 校

=SUM( 校

=SUM( 校

=SUM( 校

=SUM( 校

=SUM( 校

=SUM( 校

（２）

１２月

 ② 会議等を活用した関係者間での認識の共有

７月

９月

（１）

（４）

（３）

１月

 ① 事故が発生した場合の対応に係るマニュアル等の整備

 ② 安全用具（衝撃を和らげるマット等）の活用

 ③ 外部指導者によるアドバイスを受ける

 ② 指導で扱う技や時期の検討

 ① 不具合のある施設設備の改善

 ① 指導歴や研修歴が浅い教員に対する研修機会の確保

 ② 一定の指導歴又は研修歴を持った教員の配置

 ③ 外部指導者の協力を得る

 ① 受け身の指導の充実

４．講ずべき改善の方向性

柔道の指導体制に関する状況調査 （集計票）

項目

（１）

２．平成２４年度における柔道の授業の開始（予定）時期

４月

８月

５月

２月

１１月

６月

１．柔道の授業を実施する中学校数

１０月

○ ×

３月

３．確認結果



【 様式２－２（都道府県教育委員会・都道府県私立学校担当課） 】

都道府県名 ： 

全中学校数 ： 校

校

'!D11) 校 9'!I11) 校

'!D12) 校 9'!I12) 校

'!D13) 校 9'!I13) 校

'!D14) 校 9'!I14) 校

'!D15) 校 9'!I15) 校

'!D16) 校 9'!I16) 校

イ =SUM 校 9'!F21) 校

ロ =SUM 校 9'!F22) 校

（２） =SUM 校 9'!F23) 校

（３） =SUM 校 9'!F24) 校

（４） =SUM 校 9'!F25) 校

=SUM( 校

=SUM( 校

=SUM( 校

=SUM( 校

=SUM( 校

=SUM( 校

=SUM( 校

=SUM( 校

=SUM( 校

=SUM( 校

６月

１．柔道の授業を実施する中学校数

１０月

○ ×

３月

３．確認結果

４．講ずべき改善の方向性

柔道の指導体制に関する状況調査 （集計票）

項目

（１）

２．平成２４年度における柔道の授業の開始（予定）時期

４月

８月

５月

２月

１１月

 ① 指導歴や研修歴が浅い教員に対する研修機会の確保

 ② 一定の指導歴又は研修歴を持った教員の配置

 ③ 外部指導者の協力を得る

 ① 受け身の指導の充実

 ② 安全用具（衝撃を和らげるマット等）の活用

 ③ 外部指導者によるアドバイスを受ける

 ② 指導で扱う技や時期の検討

 ① 不具合のある施設設備の改善

（２）

１２月

 ② 会議等を活用した関係者間での認識の共有

７月

９月

（１）

（４）

（３）

１月

 ① 事故が発生した場合の対応に係るマニュアル等の整備



【 様式２－３（国立大学法人） 】

国立大学法人名 ： 

全中学校数 ： 校

校

校 校

校 校

校 校

校 校

校 校

校 校

イ 校 校

ロ 校 校

（２） 校 校

（３） 校 校

（４） 校 校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

（２）

１２月

 ② 会議等を活用した関係者間での認識の共有

７月

９月

（１）

（４）

（３）

１月

 ① 事故が発生した場合の対応に係るマニュアル等の整備

 ② 安全用具（衝撃を和らげるマット等）の活用

 ③ 外部指導者によるアドバイスを受ける

 ② 指導で扱う技や時期の検討

 ① 不具合のある施設設備の改善

 ① 指導歴や研修歴が浅い教員に対する研修機会の確保

 ② 一定の指導歴又は研修歴を持った教員の配置

 ③ 外部指導者の協力を得る

 ① 受け身の指導の充実

４．講ずべき改善の方向性

柔道の指導体制に関する状況調査 （集計票）

項目

（１）

２．平成２４年度における柔道の授業の開始（予定）時期

４月

８月

５月

２月

１１月

６月

１．柔道の授業を実施する中学校数

１０月

○ ×

３月

３．確認結果



（参  考）

学校名　：　

担当者の職名・氏名　：　

設置者名　：　

担当者の職名・氏名　：　

学校 設置者 学校 設置者

（１） イ

平成２４年度に柔道の授業を開
始する時点において、一定の指
導歴又は研修歴を持った教員が
指導に当たることができる体制
になっているか。

／ ／ ／ ／

ロ
イ）の体制が確保できない場合、
適切な外部指導者の協力を得る
ことになっているか。

／ ／ ／ ／

（２）

３年間を見通した上で、学習段
階や個人差を踏まえ、段階的な
指導を行うなど安全の確保に十
分に留意した計画となっている
か。

／ ／ ／ ／

（３）

施設設備及び用具の安全が確
保されているか。特に体育館を
使用する場合は、例えば畳のず
れを防ぐ措置など柔道を行う場
の安全が確保されているか。

／ ／ ／ ／

（４）

事故が発生した場合の応急処置
や緊急連絡体制など、対処方法
について関係者間で認識を共有
しているか。

／ ／ ／ ／

※１ 　問題がない場合は「○」、改善が必要な点がある場合は「×」を記入。

※２ 　※１で「×」を記入した場合、改善が必要な点や改善方法等について、具体的に記入。

※３ 　改善された場合は「○」を記入。（※１で「○」を記入した場合は、記入は不要）

内容
日付

柔道の指導体制チェックリスト

改善が必要な点（※２）
確認結果

（※１）
項目 改善結果

（※３）

【 学校 】

【 設置者 】

日付
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